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４．今後の見通し 

 平成 30 年２月期通期の連結業績予想につきましては、同第３四半期以降の個人消費及び最大繁忙期である 12 月

の年末商戦の動向、酒税法の改正にともなう仕入価格への影響、並びに、今秋開業の京都ウェディング事業及びカ

プセルホテル事業の推移等が現時点では流動的であること、また、グループ規模拡大に対応した本社増床及び海外

出店の遅れ等により投資コストが嵩む見込であることから、平成 29 年６月１日に公表しました通期業績予想数値を

いったん据え置くことといたしますが、今後の業績動向の状況等踏まえ、通期連結業績予想の修正が必要となった

場合には速やかに開示いたします。なお、平成 30 年２月期配当予想につきましても、本公表時点での修正はござい

ません。 

 

※上記予想は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報や予測に基づき作成したものであり、 

 その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は今後様々な要因により 

 本資料記載の予想数値と異なる可能性があります。 
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